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富山市の中世
ちゅうせい

集落
しゅうらく

（４）－八町
   はっちょう

Ⅱ遺跡
いせき

－ 
はじめに 

 八町Ⅱ遺跡は、呉羽丘陵
くれはきゅうりょう

の北西側に広が

る射水平野
い み ず へ い や

に立地します（図 1）。古墳
こ ふ ん

時

代・中世
ちゅうせい

・近世
きんせい

に集落が 営
いとな

まれました。

本展では、鎌倉
かまくら

時代（13 世紀後半～14 世

紀前半）と室町
むろまち

～戦
せん

国
ご く

時代（15～16 世紀

後半）の集落に注目して、当時の八幡
はちまん

地区

で暮らした民衆
みんしゅう

の生活を探ります。 

鎌倉時代の八町Ⅱ遺跡 

 溝で区切られた方形
ほうけい

区画
く か く

のなかに、ほぼ平行
へいこう

に井戸
い ど

や建物
たてもの

を配置するなど、計画的に

集落
しゅうらく

が営まれました。区画
く か く

溝
みぞ

が土砂
ど し ゃ

で埋まると、人々は土砂を取り除いて方形区画の維持

に努めました。方形
ほうけい

区画の外周
がいしゅう

には、集落内外の境界
きょうかい

を示す大溝
おおみぞ

が巡
めぐ

らされていました。   

規則
き そ く

的
てき

に配置された井戸の底からは、アサの種子
し ゅ し

や中世土師器
は じ き

、木製品
もくせいひん

などが出土しま

した。井戸を埋める時には、それまで人々に水の恩恵をもたらしてくれた神
かみ

様
さま

が井戸の外

へ出られるように、竹筒が入れられました。井戸の底からの出土品は、埋める時に井戸の

神様に感謝して行われた祭
さい

祀
し

に使われたものなのかもしれません。 

室町～戦国時代の八町Ⅱ遺跡 

 15 世紀後半になると集落は拡大しました。東西に長い

短冊形
たんざくがた

の区画に建物や井戸が不規則に配置されました。鎌倉

時代のような計画的に集落をつくるという意識は、やや薄れ

たようです。 

 卒塔婆
そ と ば

や五輪塔
ご り ん と う

の一部が出土していることから、集落内に

お墓
はか

があったと考えられます。また、茶臼
ちゃうす

や天目茶碗
てんもくちゃわん

（写真 1）

が出土したことから、お茶を楽しんでいたことも明らかになりました。 

中世の畑作
はたさく

 

 集落では畑作が行われていました。畑の畝
うね

はすでに削
けず

られてなくなっていますが、畝と

畝の間のくぼみ（溝）が重なっていることから、耕作
こ う さ く

が繰り返し行われていたことがわか

ります。 

寒
さぶ

江
えの

荘
しょう

 

明徳 4 年（1393）年 7 月の「右馬
う ま の

頭
かみ

範
のり

氏
う じ

奉書
ほ う し ょ

案
あん

」・「将軍
しょうぐん

家
け

御
み

教書
ぎょうしょ

」（『富山県史』史料

編 中世 513・514）によると、八町Ⅱ遺跡が所在する八幡地内と呉羽町、北代一帯は、
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写真 1 天目茶碗 



時代 日本と越中のできごと（太字は越中でのできごと） 
遺

跡

※

１

鎌倉 

時代 

1192 年 源頼朝、征夷大将軍になり鎌倉幕府を開く 

 

1333 年 鎌倉幕府滅亡 

室町 

時代 

1334 年 建武の新政 

1336 年 室町幕府成立 南北朝の争乱 

1338 年 足利尊氏、征夷大将軍となる 

1370 年 長沢の戦いで桃井直和が斯波義将と戦って討死 

1392 年 南北朝統一 

戦

国

時

代

1467 年 応仁の乱 

1543 年 種子島に鉄砲伝来 

1543 年 神保長職、富山に築城 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

南北朝
なんぼくちょう

時 代 の 京都
き ょ う と

下鴨社
しもかもしゃ

の

神社領
じんじゃりょう

「寒江荘」と推定されます。 

寒江荘が経営
けいえい

された時期には、

八町Ⅱ遺跡が存続していること

から、本遺跡は荘園
しょうえん

に関連
かんれん

する可

能性が高いものの、寒江荘に関す

る文書
もんじょ

史料
しりょう

が少ないため、断定
だんてい

は

できません。 

千鳥
ち ど り

紋
もん

漆器
し っ き

 

 八町Ⅱ遺跡の千鳥紋漆器（写真

2）は、北陸地方では珍しい図柄
ず が ら

で

すが、加賀市三木
か が し み き

だいもん遺跡と鎌倉
かまくら

市
し

千葉
ち ば

地
ち

遺跡で図柄が類似する漆椀が出土していま

す。三木だいもん遺跡は加賀
か が

国
のくに

右荘
みぎのしょう

に関わる中核的
ちゅうかくてき

居館
きょかん

遺跡とされています。同遺跡出

土漆器は、八町Ⅱ遺跡に比べ頭部
と う ぶ

や羽
はね

などが簡略
かんりゃく

的に描かれています（図 2）。 

 千葉地遺跡は豪族
ご うぞ く

の居館があったとされる遺跡で、1000 個を超
こ

える漆製品
うるしせいひん

が出土してい

ます。漆椀
うるしわん

に描かれているのは、千鳥ではなくカケスの類
たぐい

とされています（図 3）。 

 八町Ⅱ遺跡出土千鳥紋漆器は、丁寧
ていねい

に作られた上質品
じょうしつひん

です。類例は北陸に少なく、鎌倉

でみられることから、鎌倉で生産
せいさん

された漆器の可能性が高いと考えられます。 

おわりに 

八町Ⅱ遺跡の調査区
ち ょ う さ く

は東西
と うざい

に細長く、中世集落の全体
ぜんたい

像
ぞう

をつかむことは困難ですが、千

鳥紋漆器や輸入
ゆにゅう

青磁
せ い じ

などの高級食器
こうきゅうしょっき

が出土していることから、鎌倉から高級漆器を取り寄

せることができる人々が暮らした、八幡地区の中核的な集落だったと考えられます。 
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図 3 鎌倉市千葉地遺跡出土 鳥紋漆器

（『神奈川県鎌倉市 千葉地遺跡』千葉地 
遺跡発掘調査団、1982 年） 

図 2 三木だいもん遺跡出土 漆椀 

（『北陸の漆器考古学』北陸中世 
土器研究会、1997 年） 

表 1 中世の八町Ⅱ遺跡と主なできごと 

（※１…史料からみた寒江荘の存続期間） 

写真 2 八町Ⅱ遺跡出土 千鳥紋漆器 

（『富山市八町Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 

富山市教育委員会、2008 年） 
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埋蔵文化財センターのホームページで、安田城など富山市内の遺跡を勉強しよう！ 
http://homepage2.nifty.com/kitadai/center.htm 


